
 

令和５年度 やまがた社会貢献基金助成事業 活動報告書 
団体名 NPO法人市民社会サポートやまがた 

事業名 学ぶ・つながる・行動する「活トレ」（市民・地域活動のためのトレーニング） 

助成事業区分 協働助成事業（テーマ希望型）【テーマ：やまがたまちづくり活動支援事業】 

団体の 

所在市町村 
山形市 

事業費 997,061円 

うち助成金額 990,270円 

事業実施期間 令和 5年 6月 10日～令和 6年 2月 28日まで 

 

 
事
業
目
的
・
実
施
内
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（事業目的） 

「住民主体の地域づくり」は長らく言われ、それを考える人が住民にも、行政にも多くいる

が、効果的に機能している事例は限られている。住民主体の地域づくりに多くの人が意欲も能

力もあるのに、うまくいかないのは「違う価値観の受止に慣れていない」「地域運営に必要な

スキルや心構えの認識の不足」「実践、経験知の共有不足」などがあげられる。しかし、市民

の中には、自ら地域を良くしていく意欲も能力もある。この事業では、実践者の経験からのノ

ウハウを学び、対話やコミュニケーションにより、試行錯誤した経験を共有し活動づくりに挑

む。また、このプロセスによる必要なノウハウを、多くの人が使える形に体系化し、持続可能

な社会・地域づくりのために活動する団体や個人の力と行動を高めていく。 

（実施内容） 

【１】連続講座 

＜１＞「目指す地域の姿（ビジョン）と団体の使命（ミッション）」を考えよう 

( 1 )日時： 2 0 2 3年 1 0月 1 4日（土）午前 1 0時から午後 1 2時  場所： Z O O Mでの開催。 

(2）参加者：16名  (3)講師 長浜洋二氏(モジョコンサルティング合同会社代表) 

＜２＞協力のテクノロジー関係者の相利をはかるマネジメント 

(1)日時：2023年11月18日（土）午前11時から午後1時 場所: 山形市総合福祉センター３階  

(2)参加者：25名 (3)講師：松原明氏（協力世界アカデミー 代表理事） 

＜３＞「自分たちが地域でやっていきたいことを実現するための講座 〜事業計画立案研修〜

(1)日時：2023年12月17日（日）10:00〜15:00 場所：山形ビックウィング4階 402会議室） 

(2)参加者:14名 (3)講師：椿原恵氏（倉敷市社会福祉協議会） 

【２】交流会 (1)日時：2023年12月17日(日）15:00〜17:00 場所：山形ビックウィング4階 

402会議室 (2)参加者15名(3)ファシリテーター：やまがたファシリテーションネットワーク 

【3】学びあいの会＜１＞団体の未来を描いてみよう(1)日時：2024年1⽉21⽇（⽇）13:30～16:30   

場所：東根公⺠館2階⼩ホール(2)参加者：８名 (3)講師: やまがたファシリテーションネットワーク  

＜２＞学びあいの会：「持続可能な社会・地域づくり：災害マネジメントを学ぶ」令和6年能登半島地震・活動報告  

(1)日時：2024年1月21日（日）19:00～20:00 オンライン（ZOOM）(2)参加者：19名 

(3)報告者：ウェザーハート災害福祉事務所 代表千川原公彦氏 ファシリテーター：やまがたファシリテーションネットワーク 代表 荒井信毅氏  

＜３＞自分たちが地域でやっていきたいことを実現するための講座・事業計画立案研修事後勉強会 

(1)日時：2024年2月9日（日）19:00～21:00 場所：zoomでの開催 (2)参加者：6名 

  

  

【「目指す地域の姿（ビジョン）と団体の使命 

（ミッション）」を考えよう】 

 

【協力のテクノロジー  

関係者の相利をはかるマネジメント】 

 



 

 

 

  

 

分野が違っても志が同じ人たちが集い、知り合うことで、可能性が広がりアイディ

アが生まれることを参加者の表情や発言から実感させられた。 

地域づくりに欠かせない活動のビジョン、ミッションについて、誰とどのように協

働していったらよいのかを体系的に学び、学んだことをもとに活動計画を立てるこ

とで、住民主体の地域づくりへの一歩を踏み出せるようになる機会を提供できた。

参加した団体や活動者がお互いの活動を知り学びあうことにより、県内でのネット

ワークの形成につながった。 

指標：参加者の満足度→アンケートを実施し、満足と答えた人７割を目指した。 

A 講座に対して満足と答えた人９割（アンケート調査）  

B 活動計画立案研修により活動計画を作ることができた人が７割（アンケート調査） 

c 組織設立・運営などの理解が深まった人が８割（アンケート調査） 

D 市民活動団体の交流会に参加した人の満足度 10割 （アンケート調査） 

事
業
の
成
果 

人と人の出会いを作っていくことが当法人の目指すことと再認識した。 

市民活動、ボランティア活動は地域において価値がある。今後も、地域で市民公益

活動が、やりやすく、活性化するよう取り組んでいきたい。 

今回の研修プロセスを多くの人が使える形に体系化し、持続可能な社会・地域づく

りのために活動する団体や個人の力と行動を高めていく。市民公益活動の価値創出

のあり方や意義や価値を継続して伝え、地域課題を解決する人や応援する人を増や

す。特に女性や若者など多様な新しいプレイヤーが、学び合う機会の創出により、

山形県にチャレンジが生まれ、地域の課題解決が進み、地域課題に取組む団体同士

の連携・協働、コレクティブインパクトが根付く地域づくりにつなげる。 

今
後
の
展
望 

団体概要 
団体名  

NPO法人市民社会サポートやまがた 

代表者 代表理事 石山由美子 

〒990-2402 

山形県山形市小立三丁目 8-39-10 

E-mail: shiminsapo@email.plala.or.jp 

URL https://www.sapoyama.com/ 

 

 

 
 

 

 

 

 【団体の未来を描いてみよう】 
【自分たちが地域でやっていきたいことを 

実現するための講座〜事業計画立案研修〜】 

【持続可能な社会・地域づくり 

：災害マネジメントを学ぶ】 


